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I．問題と目的

2007年に特別支援教育に制度が転換し、小学校の

通常学級の発達障害児に対して、一人ひとりの教育的

ニーズに応じた指導や支援を行うことが定められた。

学校現場では人的配置が十分でない中、特別支援教

育コーディネーターを中心に模索しながら支援の必要

な子どもたちのニーズに応じた指導や支援を考え、取

り組み始めている。しかし、今、高い専門性をもって

実践できる教師の人数は少ないと言える。担任教師は、

適切な指導や支援の方法に戸惑い、試行錯誤している

ように見受けられる。

特別支援教育コーディネーターはそんな担任教師を

支援する役割がある。専門的な知識や指導技術を助言

するだけでなく、カウンセリングマインドを生かした

支援をする等、高い資質が求められている。しかし、

特別支援教育コーディネーターの多くは担任教師を支

援するほどの力量がなく、困っているように見受けら

れる。児童の実態把握を的確に行いたいが、自分の力

量に自信がもてないようである。

特別支援教育コーディネーターを含め、教師は支援

を必要とする児童への支援に戸惑っている。その理由

の一つは、児童の実態把握において、教師が児童の発

達を見過ごしやすいため、的確に実態把握が行えてい

ないのではないかと考える。

小学校現場において、担任教師は発達の遅れが疑わ

れる児童を目の前にして、「少し幼いだけ。そのうち

できるようになる」との捉えで、一斉指導をしてしま

うことがある。また、手先が不器用なら、手指をよく

動かす微細運動を課題にするだけで、微細運動の発達

の前段階である粗大運動を課題にはしないようである。

他の児童より配慮はしても、「少し幼い」とはどの面

がどのぐらい幼いのか、未発達なのか、その要因まで

は分析せず、的確に実態把握ができず、適切な支援を
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要 旨

特別支援教育に制度が転換し、学校は支援の必要な児童に対し支援に翻弄される毎日である。本研究では発

達障害児への支援を担任教師への支援の視点から考察する。研究にあたり、担任教師や特別支援教育コーディ

ネーターへのアンケート形式、インタビュー形式で調査を行った。その結果、担任教師だけでなく、担任教師

を支援するはずの特別支援教育コーディネーターも自身の力量不足に悩んでおり、知識と実態把握が結びつか

ないという現状が見られた。児童の実態把握を的確に行うには、まず定型発達の子どもの発達のしくみや順序

を知り、発達的視点に立って支援を必要とする児童の困っている要因や発達課題を探り、適切な支援を行うこ

とが重要と考える。特別支援教育コーディネーターは専門性を高めるためにも、発達を大切にした保育を行う

保育士や幼稚園教諭からその実践を学ぶことが大切であると考える。
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行うまでには至らないように見受けられる。

小学校の教師は困っている現象を軽減する方法は考

えても、発達的視点に立って児童を見立てると、発達

課題を設定することができることに気づいていないよ

うである。このような視点に立って保育を行っている

のは、幼稚園や保育所である。小学校での、発達障害

のある児童への有効な支援方法の一つとして、発達的

視点に立って発達課題を設定し、指導、支援すること

ではないかと考える。

乳幼児期での発達障害の早期発見、発達的視点に立っ

た早期支援により、発達障害のある子どもは発達して

いくという事例 1）2）3）がある。保育士や幼稚園教諭は

巡回相談を受け、発達的な視点からの子どもの実態把

握や支援方法を実践しているが、その視点があるから

こそ一般的な子どもの自然な発達に近づけられると考

える。

特別支援教育コーディネーターが、児童の心身の発

達や認知等を考慮した実態把握の仕方を担任教師に助

言できれば、どの教師も児童の見方、捉え方が変わり、

「一人ひとりの教育的ニーズに応じた」よりよい支援

につながっていくのではないかと考える。そのために

も特別支援教育コーディネーターは子どもの心身の発

達についての研修も深めることが大切となってくると

考える。

本研究において、特別支援教育コーディネーターに

よる担任支援のあり方を、発達的視点に立った児童へ

の指導、支援から探りたい。また、特別支援教育コー

ディネーターの資質を高めるための研修の内容につい

ても考察したい。

II．方 法

１．調査1

（1）調査時期 200X年11月25日

（2）調査対象

A市立B小学校教員、担任教師をはじめ専科等

を含む15名に調査を依頼した。

（3）調査内容

A市立B小学校通常学級等における特別支援教

育の現状と課題について、アンケート形式による実

態調査を行った。具体的には「児童への支援」、「個

別の教育支援計画および個別の指導計画の作成」、

「教師の専門性向上のための研修」、「保護者との連

携」、「教職員との連携」に関して、学校現場での現

状と課題に関する調査である。

２．調査2

（1）調査時期

200X年11月17日～11月30日

（2）調査対象

A市内にある小学校28校の特別支援教育コーディ

ネーター33名に依頼した。

（3）調査内容

特別支援教育コーディネーターとして、特別支援

教育を推進するにあたり、取り組みや、工夫、努力、

課題等について、アンケート形式による調査を行っ

た。

３．調査3

（1）調査時期 200X年11月11日

（2）調査対象

A市教育委員会教育研究所指導主事へインタビュー

形式による聞き取り調査を行った。

（3）調査内容

A市特別支援教育コーディネーター研修のねら

いや内容、今後のA市の特別支援教育のあり方に

ついて、聞き取り調査を行った。

III．結 果

１．調査1

「B小学校における支援を必要とする児童への支援、

指導に関するアンケート」調査の結果

（1）支援の必要な児童について

調査結果より「クラスに支援の必要な児童数」の総

数は43人で、全体の約14％にあたる。この数字は教

師が主観的に捉えたものであるが、実に文部科学省の

示す約6.3％の2倍以上の値であった。支援を必要と

する児童が多く存在することがわかる。

（2）児童への学習や学校生活の支援について

特別支援教育をふまえた指導や支援に関して、「学

級経営や授業作りでの対応」、「個別指導での対応」、

「生活場面での対応」、「パニック時の対応」、「TT等

の複数指導等について」、どの項目も適切な方法を知

りたいとの回答が約9割であった。

（3）個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成に

ついて

個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成に関わ

ることにおいても、作成の仕方や具体的な支援のあり

方等に関して、知りたいとの回答は約9割であった。

作成にあたり、約9割の教師が「困った時には専門性

の高い教師の支援を望んでいる」こともわかった。
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（4）教師の専門性向上のための研修について

児童の実態把握において、その仕方や児童の困って

いることやその原因等を知りたいとの回答は約9割で

あった。また、研修会において児童の特性や支援、指

導方法を知りたいとの回答も約9割であった。研修会

においては、校内だけでなく、校外の研修会への希望

もあった。

さらに、児童の特性や支援、指導方法等を巡回相談

等の専門機関に相談したいとの回答が約9割あった。

（5）保護者との連携について

保護者からの相談に対し、適切な助言ができている

のかどうか悩むことが多いとの回答は、約8割にのぼっ

た。また、保護者との連携において困った時は校内に

相談できる教師の存在があるとよいとの回答が約8割

あった。

（6）教職員との連携について

教師間での児童の情報の共有は重要であり、同じ視

点や考え方で児童への指導や支援を行うことが大切で

あると全員が回答した。また、児童への指導や支援方

法において助言できる教師が校内にいるとよいとの回

答は約9割あった。

２．調査2

「特別支援教育コーディネーターの校内での取り組

みについて」のアンケート結果

（1）特別支援教育コーディネーターとしての校内での

取り組みについて

アンケート調査の結果、校内委員会の開催、校内研

修会の企画と開催、個別の教育支援計画、個別の指導

計画の作成と把握、専門機関との連携等、形式的な取

り組みの内容では8割以上の小学校で取り組んでいた。

しかし、児童や保護者、担任教師への具体的な支援、

児童の観察等特別支援教育コーディネーターの専門的

な知識や指導技術が求められる取り組みは5～6割の

回答となった。形式的な取り組みは整っているが、内

実は伴わないという現状が見られた。

児童の観察時の観点を問う項目では、学習中の様子

は行動や教師や友だちとの関わり、身体の動き等を見

る割合が約7割あった。発達面における認知や社会性、

運動機能等を見る割合は4割前後に落ち込んだ。手指

機能を見る割合は3割に満たず、外観となる学習の様

子は見ても、その様子から一歩踏み込んで要因を探る

ために発達面を見るという割合は低いという現状が見

られた。

児童への支援に関して、特別支援教育コーディネー

ターの専門性を問う項目では、「児童の的確な実態把

握ができること」と「的確な支援や指導ができること」

との回答が約8割あった。

（2）自由記述「特別支援教育コーディネーターとして

取り組む上での悩み」について

様々な悩みが記述されていたが、時間の確保の難し

さと、特別支援教育コーディネーターとしての力量不

足を痛感する内容のものが多く、「担任教師への支援

が適切なのかどうか自信がない」「知識と実態把握が

結びつかない」とのことであった。

（3）自由記述「特別支援教育を推進する上で、考える

こと、思うこと」について

校内の教師の特別支援教育に対する意識や考え方に

温度差があり、特別支援教育を学校全体で取り組んで

いくための校内研修会の充実を挙げる回答が多数見ら

れた。

３．調査3

「A市の特別支援教育コーディネーター研修のあ

り方に関して、インタビュー形式による聞き取り調査」

の結果

A市特別支援教育コーディネーター研修では、特

別支援教育コーディネーター1年目を初級研修、2年

目以上を中級研修と分け、両者それぞれのニーズに応

じた研修会を行っているとのことであった。両者の研

修のねらいは、保護者や教師からの相談を受けること

ができる人材の育成をするとのことである。

A市は巡回相談や教育相談、総合相談等、発達や

子育てに関する相談を行っている。最近は相談が激増

し、希望通りの日程では相談ができない現状がある。

市内で相談を受けることのできる教師、発達検査を実

施できる教師の確保が重要とのことであった。そのた

め、特別支援教育コーディネーターはできる限り校内

で支援を考え、工夫し、それでも相談の必要な場合に

専門機関を利用することが望ましいとのことであった。

IV．考 察

１．調査の結果から

（1）調査1より

B小学校の支援を必要とする児童の割合は約14％

で、教師は緊張感をもって支援に望まないといけない

状況にある。しかし、支援を必要とする児童への適切

な指導方法を求めていることから、教師は特別支援教

育における知識や指導技術等に自信がもてず、戸惑っ

ていることが推察される。

個別の教育支援計画や個別の指導計画に関する調査

小学校の通常学級における発達障害児への支援
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においても、具体的な指導や支援について知りたいと

いう回答が多かった。実際場面での指導や支援、計画

を立てる段階での指導や支援において、その方法や具

体的な内容を求めているということは、その裏に児童

の実態把握が的確にできないということが隠れている

のではないか。児童の困っている現象面だけを捉え、

その現象への対応をどうすればよいのかと教師も困っ

ているように見受けられる。現象面の一歩踏み込んだ

ところにある要因、例えば発達段階を見るところまで

はなされていないようである。指導や支援方法を工夫

してもうまくいかないのは、そこに原因の一つがある

と考える。

そのため、教師が専門機関からの助言を必要とする

回答が多いのではないか。しかし、巡回相談等専門機

関での相談には時間調整が必要となる。明日の学級経

営や学習のために、「たった今」相談したいのに、で

きないのである。校内に専門的な知識や指導技術を助

言してくれる教師を求めていることが推察される。相

談できる教師がいることで、より早く適切な支援がで

きることは言うまでもない。特別支援教育コーディネー

ターが専門的な知識や指導技術を高め、担任教師の支

援ができることが求められていることがわかる。

（2）調査2より

アンケート調査の結果により、特別支援教育におけ

る校内体制は、どの小学校でも取り組まれていた。中

でも、校内委員会や関係機関との連携等組織的で形式

的な取り組みを行っているが、実際の支援等特別支援

教育コーディネーターの力量が問われるような取り組

みは比較的低く、特別支援教育コーディネーターが自

分の力量不足により取り組むことが難しいのではない

かと考えられる。

自由記述にあったように、知識はあっても実態把握

と結びつかないとの声は、特別支援教育コーディネー

ターの力量不足に悩んでいるように見受けられる。児

童の支援は的確な実態把握から始まることを痛感しな

がらも、実態把握は外観を見て、さらにその要因を探

るにも、児童の何を見て、どう分析すると的確な把握

となるのかを模索しているのではないかと推察する。

今まで小学校の教師は子どもの発達に関して重要視は

してこなかった。子どもの発達を見ること、そこから

発達課題を設定できることに気づいている特別支援教

育コーディネーターが少ないようである。

（3）調査3より

インタビュー調査から、A市特別支援教育コーディ

ネーター研修のねらいにおいて、「保護者や教師から

の相談を受けることができる人材の育成をする」との

ことで、そのためにも特別支援教育コーディネーター

は専門的な知識と指導技術を高め、児童や保護者、担

任教師への支援を行えるように資質を高めることが求

められていることがわかる。特に求められる力として

「特別支援教育をふまえた学級経営や授業作りがわか

ること」、「的確な児童の実態把握ができること」、「児

童への適切な支援ができること」等を重視しているこ

とがわかる。

特別支援教育コーディネーターが児童や保護者、担

任教師への支援を行う時に重要なのは、児童の実態把

握であり、把握するには先述したような発達的視点に

立ち、現状と次の課題がわかることである。次の課題

がわかると、児童はもちろん、保護者や担任教師から

の相談にも的確なアドバイスをすることができる。

２．発達的視点の重要性

（1）発達的視点をもつ

3つの調査からわかることは、特別支援教育コーディ

ネーターを含め教師は支援を必要とする児童の実態把

握を行うにあたり、発達的視点をもつことが必要であ

ることである。人は障害のあるなしにかかわらず、同

じ順序で発達する。定型発達の子どもの発達の順序や

しくみがわかった上で、それを基準に観察すると、児

童のつまずきや困難な部分の要因が見えてくる。

小学校の教師は教職に就くために、誰もが心理学を

学んでいる。子どもの発達のしくみや順序について一

度は理解しているはずであるが、発達段階と児童の実

態とを照らし合わせて、見据えることはほとんどして

いないと推察する。幼児教育ではその時期において、

幼稚園教諭や保育士は子どもの発達を捉えて保育する

ため、発達に関してとても大切にしている要素である。

ここに小学校教育と保育の違いがあると考える。

小学校では就学までに一定水準の発達段階に達して

いるという前提のもと、一斉指導において教科学習を

中心に教育を行う。担任教師には学習指導要領に定め

られた教育課程を1年間で進め、指導していかねばな

らない義務もある。教科学習の内容や進め方にとらわ

れ、児童の発達に関して重要視しない実態がある。そ

のため、発達の遅れに気づけず、「幼い」「徐々に成長

する」と安易に考えてしまう。「幼い」だけでなく、

どのぐらいの発達段階であるのか、少し前の段階であ

れば、他の児童と同じぐらいの段階になるにはどんな

発達課題がよいのか等、考えるとよいと思われるが、

ほとんど行われていないようである。

小学校通常学級において、見られる発達的視点のな

い指導、支援の一例を挙げる。

例えば、筆圧が低い等、手指の不器用な児童がいた

とする。その児童が少しでも指先が動くように、字を
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書く練習やぬりえ、手指をよく使う微細運動を課す作

業等を課題にすることは、よくあるケースである。し

かし、手指機能の未発達から不器用なのであれば、そ

こまでの発達段階に至っていないから不器用であるの

に、動きにくい指先を必死になって動かして細かな作

業をしても効果はあまりないのである。細かな作業を

課された児童は、自己肯定感を低下させてしまう可能

性すらある。微細運動ができないということは、その

前の発達段階に戻り、肩や肘、手首等を大きく円滑に

動かす粗大運動を十分に行うことが必要なのである。

つい、目先のできないことに目が行き、その部分だけ

を改善しようと字の繰り返し練習や細かな作業を課題

にしてしまいがちである。微細運動をするのではなく、

全身を動かす運動や重い物を持つこと、ぶら下がる、

支持する動作のある遊び等粗大運動を課題にする方が

未発達の手指には効果的なのである。身体の発達の順

序は身体の中心から外に向かって発達していく。粗大

運動ができると、細かな手指の動かし方がわかり微細

運動ができるようになる4）。このような身体の発達の

しくみや順序がわかっていれば、発達段階を考慮し、

個別の教育的ニーズに応じた教材を準備することで、

児童はのびのびと学習に向かうことができるであろう。

赤木（2009）は、「ものを壊す問題行動等の『問題

行動』を表面的に『止めるべきもの』『なくすべきも

の』として見るのではなく、『どのような発達的な特

徴のもとに、物を壊す行動が見られるのか』と、自閉

症児者の『壊さざるを得ない、そうせざるを得ない』

理由をたどりながら理解する」5）と述べ、発達的理解

のもと、発達段階に応じた指導を行うことで、障害の

ある子どもの発達全体を豊かにし、「問題行動」をな

くした実践を行い、発達的理解に焦点をあてることの

大切さ5）を説いている。障害特性があっても、その特

性が発達段階と絡み合って現れるということである。

菅野（2008）は「支援に際し、人は必ず、発達的に

前段階にある行動を獲得していなければならないこと

は心にとどめておくべき重要な考え」6）と述べ、発達

を考慮した支援や指導の重要性を説いている。

筆者は以前、通常学級在籍の肢体不自由のある子ど

もの身体能力を高めるため、取り出し授業においてサー

キットトレーニングの実践を行ったことがある。運動

の内容を考えるにあたり、発達段階に合わせた内容を

選んだ結果、徐々に身体を支持する力や調整力がつき、

身体機能が高まるだけでなく、意欲も高まったという

経験がある。この経験から、発達段階に合った発達課

題が今の力を高めることを実感した。

この発達的視点があって初めて、障害特性の対応の

How to本が役に立つと考える。ただ単に、「この障

害特性には、この対応」という訳にはいかないことが

納得できる。やはり、特別支援教育コーディネーター

は、子どものさまざまな側面の発達を理解し、その視

点をもって児童の支援に臨むべきである。児童を多面

的、総合的に捉えることで、児童の困っている現象の

要因が見えてくるのである。丁寧な実態把握は、この

発達的視点で観察することから始まるのである。

（2）特別支援教育コーディネーターの資質

校内のキーパーソンである特別支援教育コーディネー

ターの役割は、校内委員会の開催運営、個別の教育支

援計画、個別の指導計画の作成、関係機関との連携、

児童や保護者、担任教師への支援等、多岐にわたって

いる。それぞれの役割に深い知識や行動力、柔軟性、

人間性等の高い資質が求められている。学校内のすべ

ての教職員と信頼関係をもって仲よくし、話せるとい

う資質が必要と考える。

大沼（2007）は、特別支援教育コーディネーターの

資質を「人間としての魅力、豊かな人間性、子ども理

解、保護者との信頼関係、特別支援教育に関する基礎

知識をしっかりと持っており、指導力、学級経営力の

高い人」7）と具体的に述べている。これらの資質は、

さまざまな役割を果たしていくために必要な資質であ

る。

しかし、ここでは、特別支援教育コーディネーター

の役割である「担任教師への支援」にしぼって、その

資質を考える。悩む担任教師は少しでも早く適切な支

援方法を求めている。そんな担任教師の支援に必要な

ことはたくさんあり、心理的、実務的な支援が大切と

なる。例えば、相談を受ける際には傾聴することやカ

ウンセリングマインドを生かした支援は必要不可欠で

あるが、ここでは、心理的な支援に関することではな

く、児童の実態把握から適切な支援をすることに焦点

を当てて考えていく。

特別支援教育コーディネーターは的確な児童の実態

把握と適切な支援ができ、助言できることが重要であ

ると考える。

瀧本（2007）は「丁寧な実態把握が適切な支援につ

ながる」8）とし、丁寧な実態把握としての観点を、「発

達段階からの視点はとても大切だと感じています。ニー

ズのある子どもたちへの教材や授業の組み立てを考え

るとき、子どもたちに提示する教育内容がその子ども

の発達段階に合っているかいないかの検証は必ずしな

ければなりません。」9）と述べている。

3つの調査の結果からも、児童の実態把握を行うに

あたり、発達的視点をもつ必要のあることが見えてき

た。特別支援教育コーディネーターの資質として、児

童の実態把握や特別支援教育の深い知識が求められて

いる。その具体的なものとして、的確な実態把握に必
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要な発達的視点をもち、担任教師に児童の発達段階の

現状と、児童に合った発達課題を助言できることが求

められていると考える。

さらに、特別支援教育コーディネーターによる担任

教師への支援が充実すれば、担任教師の力量も高まる

と考える。特別支援教育コーディネーターは自身が身

につけた発達に関する知識や指導技術、つまり、子ど

もの発達のしくみや順序がわかり、観察において児童

の発達段階が正確に捉えられることを担任教師にも還

元できるとよいのではないかと考える。担任教師の力

量も高まれば、支援を必要とする児童へのよりよい支

援も充実するのではないかと期待する。

（3）研修の内容

特別支援教育コーディネーターが担任教師に、児童

の発達段階の現状とニーズに応じた発達課題を設定し、

支援方法を助言することが役割であることがわかった。

しかし、調査2の結果から、特別支援教育コーディネー

ター自身も力量不足に悩んでいることが分かった。今

まで、小学校の教師は発達に関することを重要視して

こなかったため、特別支援教育が始まって支援に右往

左往しているのが現実である。

まずは発達に関する内容で研修を深めることから始

めなければならない。特別支援教育に関わる研修は障

害の特性理解をはじめ、支援方法、アセスメント、校

内体制等幅広い。校内、校外のどこに行っても特別支

援教育における研修会は開かれているが、発達に関す

る研修内容は他の研修内容と比較すると少ないように

見受けられる。子どもの発達に関する内容の研修会を

行い、発達段階と照らし合わせて、発達課題を見出し、

一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援ができるよう

になることは大切である。特別支援教育コーディネー

ターには、発達に関する理論や発達的視点で児童を観

察し、発達課題を見出すという事例等から学ぶ研修が

必要であり重要である。

研修のもち方の一つの例として、幼稚園教諭、保育

士等から保育実践を学ぶのも意義深いことと考える。

筆者は幼稚園で実際に、幼稚園教諭が他の園児らとそ

れぞれに交わりながらも、一人ひとりに適切な指導を

行っているところを見学したことがある。教諭と話す

中で、児童を発達段階から的確に把握し、一人ひとり

のニーズに応じて保育していることを知った。その経

験から、幼稚園教諭や保育士と子どもの話をすること、

保育について話をすること、小学校での子どもの様子

について話をすること、教育の話をすることは、互い

にとても大切なことと実感した。

日々の保育実践で発達段階を指標に保育内容を考え

ているのが幼稚園教諭や保育士である。特に幼児期は

個の発達段階が誕生月に大きく左右される。また、環

境や経験の違いでも差が出てくる。幼稚園教諭や保育

士は担任する幼児それぞれの発達段階を的確に把握し

て課題を考える必要がある。そのためには、その年齢

に合った発達課題を基準にもち、担任する幼児の発達

段階と照らし合わせて、課題を考えなければならない

のである。今の発達段階を踏まえて、次の発達段階を

見据え、成長発達を促す手立てを保育の中で実践する。

これはまさしく、特別支援教育に大切な実践である。

小学校での教育現場では、あまり気づかなかったこと

である。幼稚園や保育所では当たり前の保育実践を小

学校の教師が学べる機会があるなら、より意義深い。

さらに、幼小にこのような場が年に何回かあると、

自然な形で保、幼、小の連携が築けるのではないだろ

うか。特別支援教育に大切なことの一つに保幼小中の

連携が挙げられている。子どもの様子や教育、保育に

関する情報交換はとても大切なことと考える。

斎藤（2007）は「一人一人のニーズに応じる視点は、

同時に人間成長における発達の視点に支えられている

ことが必要である。教育は、個体としての、また社会

文化的存在としての人間発達の最も活発な段階を担当

している」10）と述べ、教師への訓戒とも言える教育の

大切さを示している。また、白石（2004）は「障害児

も、健常児と同じ発達の道筋を歩みます。その道をゆっ

くりと歩いているのです。同じ発達の段階で、同じよ

うに発達の願いと悩みを持っている存在として障害児

を見たい」11）と発達の権利と保障を述べている。

障害のあるなしにかかわらず、人は発達し成長して

いくのである。どんな子どもも発達する権利があり、

より自分らしく生きていけるように、特別支援教育コー

ディネーターをはじめ、教師はその発達を大切にしな

がら、一人ひとりのニーズに応じた支援を行っていく

ことが教育であり、務めであると考える。

V．今後の課題

（1）研修会の実践と検討

本研究では、実際に発達的視点に基づいた内容での

研修や担任教師への助言等を行っていないため、発達

的視点に立ち、対比し、支援することは効果があるの

かどうかを実証していない。実際に研修会を行い、成

果と課題を受け、よりよい研修会のあり方を検討する

必要がある。

（2）研修内容の充実

校内研修会の内容として、発達的視点に立ち、発達

段階に見合った発達課題を見出すことは、実態把握の

一側面であり、これだけでは適切な支援はできない。
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発達的視点に立つ実態把握だけでなく、学級経営や授

業改善等における研修内容も検討し、様々な側面から

児童の実態把握を行い、児童への適切な支援のあり方

を追究する必要がある。
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